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学生が課外で地域活動に取り組むことと，正課教育の中で学術的な学びと地域活動をつなぎ合わせ

ていくこと，そして，地域の専門機関でインターンシップや実習に取り組むこととの間には，当然な

がらその目的や目標，焦点の当てどころに

差異がある（表１）。大津エンパワねっとは，

この区分で言えば「サービスラーニング」

に位置する。地域で生起している社会問題

に実践的に関与する経験を通じて学習する

サービスラーニングは，プロジェクト型学

習（Project Based Learning）の一つであ

るが，その特徴は地域との関係を重視して

いる点にある（ファーコ 2015：268）。パー

トナーシップを特定地域で構築して，地域の人々と共に地域ニーズに向き合っていく中で，学生の市

民性は涵養され，自治の担い手が育つこととなる。サービスラーニングは民主主義の強化につながる

ものであり，コミュニティとの関係性が重視される理由はここにある。 

しかし，このように学生の学習／成長のみを強調してサービスラーニングを捉えれば，地域パート

ナー団体が関与する必然性は弱まってしまう。そこで，地域パートナー団体が実際に取り組んでいる

問題解決活動に関連するプロジェクトを

つくることとなる。こうした地域と大学の

関係性は「交流型」と呼ばれ，国内外のサ

ービスラーニング実践では一般的なもの

である。それに対し，より高次な関係性と

して「変容型」と呼ばれるものがある（表

2）。地域と大学が協働することで実現しう

る価値を見出し，各主体がその遂行過程で

従来からのあり方／やり方を変容させて



いくような関係である。今期の大津エンパワねっとは，両地区ともこうした高次な連携を目指す試行

錯誤が見られたように思われる。 

 それでは，どのようにすれば変容型の関係性への転換が一層進むだろうか。白波瀬達也は大阪の釡

ヶ崎でコミュニティ・ソーシャルワーカーとして働きながら行ったフィールドワークの経験から，フ

ィールドにおいて「見ようとすること／聞こうとすること」だけではなく，「『見えること』に改めて

目を凝らし，『聞こえること』にきっちりと耳をすますことが現場のニーズと合致したアクチュアルな

研究に結びつく」（白波瀬 2017：163）と述べている。この指摘に関係性転換の道筋の一つを見出し

たい。研究者も実践者も自らの関心や問題意識が明確であればあるほど，無自覚の内に視野狭窄に陥

っていることが少なくない。「現場主義」の実践にあたっては，自らが何を見ようとしているのか／聞

こうとしているのか（見まいとしているのか／聞かまいとしているのか）という自己の認識枠組みに

ついてメタ的に問い返すことが不断に求められるのである。この問い返しの過程を分かち合う中で，

既存の関係性や活動を揺らがす契機が見出されるのではないだろうか。学生と共に現場で「見えるこ

と／聞こえること」に心を開き，そのことで起こった自らの認識の変化を率直に語るところから始ま

る対話を今後も地域の方々と重ねていきたい。 

最後になりましたが，今期も地域の方々や支援室の方々の温かいお支えと、学生の真摯な応答

のおかげで無事に一年間の活動を終えられましたことを覚えて，深く感謝申しあげます。 
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